
クロネハイイロヒメハマキ （別名 クロネハイイロハマキ）

春にヤチダモ，イヌツゲなどの新芽や葉を糸で綴って食べるイモムシ（幼虫）．最大長約12mm．体は茶色，頭は黒．

ヤチダモ林でまれに多発する．また，リンゴでは害虫とされる．

１．老齢幼虫，体長12mm．1991/6/25．置戸町，ヤチダモ． ２．雌成虫，体長７mm．１を飼育．

【学名】 Rhopobota naevana

【分類】 チョウ目（Lepidoptera），ハマキガ科（Tortricidae）

【分布】 北海道，本州，四国，九州；北半球．

【特徴】

幼虫は終齢で体長約10mm．体は淡褐色．頭部，胸脚，前胸背楯は黒褐色．肛上板（腹端背面）はやや暗い．

【生態】

幼虫はバラ科（リンゴ，ナナカマド他），モチノキ科（イヌツゲ他），モクセイ科（イボタ，ヤチダモ）などの葉を食べ，

リンゴ栽培地域では春から秋の間に３回発生するといわれている．幼虫は新芽や枝先の葉を綴り合わせる．幹や枝に産みつけら

れた卵の状態で越冬する．越冬卵は赤茶色，夏の卵は黄色．

北海道の低山地では終齢幼虫が６月下旬に採れ，室内飼育下では７月中旬に成虫が羽化した．

【被害と防除】

古くからイヌツゲやリンゴの害虫として知られている．ヤチダモでも1992年北海道の防風林で多発が観察された．森林での多発

は１年で終わっており，食害により木が枯れた記録はない．防除は普通必要とされない．

庭では多発した例はないようであるが，気になるときは幼虫を取り除く．幼虫のいるところは数枚の葉が糸で綴られ変色してい

る．

果樹園のリンゴでは防除が行われている．
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「文章」 原秀穂，北海道立林業試験場，1993/12/21．
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「写真１～２」 原秀穂，北海道立林業試験場，1991．
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